
被害想定の比較

○被害が最大となるケース と東北地方太平洋沖地震 との比較

マグニチュード※１ 浸水面積 浸水域内人口
死者・行方
不明者

建物被害
（全壊棟数）

東北地方太平洋沖地
震

9.0 561km2 約62万人 約18,800人※２ 約130,400棟※２

南海トラフ巨大地震 9.0（9.1） 1,015km2※３ 約163万人※３ 約323,000人※４ 約2,386,000棟※５

倍率 約1.8倍 約2.6倍 約17倍 約18倍

○被害が最大となるケースと２００３年東海・東南海・南海地震想定＊との比較

マグニチュード※１ 浸水面積 浸水域内人口
死者・行方
不明者

建物被害
（全壊棟数）

２００３年想定 8.7（8.8） － － 約24,700人※６ 約940,200棟※７

南海トラフ巨大地震 9.0（9.1） 1,015km2※３ 約163万人※３ 約323,000人※４ 約2,386,000棟※５

倍率 － － 約13倍 約2.5倍

＊中央防災会議東南海、南海地震等に関する専門調査会「東南海、南海地震の被害想定について」（平成15年9月17日）
における「想定東海地震、東南海地震、南海地震の震源域が同時に破壊される場合」

※１：（ ）内は津波のＭｗ、※２：平成24年6月26日緊急災害対策本部発表、※３：堤防・水門が地震動に対して正常に機能する場合の想定浸水区域、※４：地震
動（陸側）、津波ケース（ケース①）、時間帯（冬・深夜）、風速（8m/s）の場合の被害、※５：地震動（陸側）、津波ケース（ケース⑤）、時間帯（冬・夕方）、風速
（8m/s）の場合の被害、※６：時間帯（５時）の場合の被害、※７：時間帯（１８時）の場合の被害


